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研究成果の概要：インターネット上で提供される教育用コンテンツの利用を促進するために，

著作者の著作権を尊重した支援システムを開発した．このシステムに登録した教育用コンテン

ツに対しては，再利用や改変の際の条件や，無料だけでなく価格を含めた有料の条件を示すこ

とができる．また，改変したコンテンツを登録することが義務づけられており，改変の履歴を

表示することができるため，著作者のオリジナリティを認め合うことができる． 

 

 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 15,700,000 4,710,000 20,410,000  

２００７年度 11,100,000 3,330,000 14,430,000  

２００８年度 10,700,000 3,210,000 13,910,000  

年度  

  年度  

総 計 37,500,000 11,250,000 48,750,000  

 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 ・ 教育工学 

キーワード：教育用コンテンツ，著作権，インターネット，学習オブジェクトメタデータ 
 
１．研究開始当初の背景 

インターネットが普及し，e ラーニングを
はじめインターネットを利用した教育が重
要になっている．この場合教育用コンテンツ
を数多く開発する必要がある．現在，広い分
野の教育用コンテンツが，国立機関などの公
共的な機関，大学等，学校，法人，企業，あ
るいは個人よって開発され，インターネット
で提供されている． 
一方，利用者は，インターネットで提供され
ている教育用コンテンツを，利用者の立場や
目的に応じて再利用や改変をしたいと考え

る場合が多い．しかし，教育用コンテンツを
本来制作したオリジナルな著作者にすれば，
自分の著作物が勝手に改変されていつのま
にか他人の著作物になってまってしまう．そ
して，自分の創造性を保持したいと考える著
作者は，自分の著作物をインターネットで提
供する意欲が起きない．そのため，自分の著
作物を自由に使ってもよいと考える著作者
であっても，開発した教育用コンテンツをイ
ンターネットには提供しない場合が多いと
いうのが現実である． 
また，他人の著作物を再利用したり，改変し



たいと考えた場合，著作権者の許諾を得れば
可能である．しかし，そのたびごとに著作権
者を探して許諾を得ることは大変である．そ
のため，結局は著作物の再利用や改変をあき
らめることになっているのが現状である．あ
るいは，許諾を得ないで改変をしてしまうこ
とが現実には起きている． 

このように，お互いに共有し，再利用，改
変することによってより良い教育用コンテ
ンツを開発する体制ができていないのが現
状である．このことは，インターネットで提
供される教育用コンテンツを利用してさら
に改変を加えることによって，教育全体の質
と量を高めることが求められている． 
 
２．研究の目的 
(1) オリジナルな教育用コンテンツの著作
者の意図や条件を尊重し，その著作物を再利
用したり，改変したりする場合には，その再
利用・改変の履歴とその概要を明確にする合
意形成を行い，それを支援する著作権合意シ
ステムを開発することを目的とする． 
 
(2) 著作権合意システムを構築し，多くの
著作物をこの合意に基づいて登録していく
ことになるが，スタートの段階では，自らの
著作物を登録するよりも，登録されている著
作物の再利用と改変したものを再登録する
ことから始められると考えられる．そこで，
この著作権合意システムに合致する教育用
コンテンツをモデル的に多数制作して，それ
を再利用してもらったり，改変したりしても
らうことから著作権合意システムの運用と
評価を行うことが第２の目的である． 
 
(3) わが国の国内における合意形成過程の
経験を踏まえて，国際的に共通的に利用でき
るように普及促進の方策を確立することで
ある． 

以上，本研究で開発する著作権合意システ
ムを利用すれば，オリジナルな著作物から
次々と改変されて結果，オリジナルとは非常
に異なる改変著作物に変化したとしても，オ
リジナルの著作者，改変をされた途中の著作
物の著作者が利用者にわかるようになるた
め，教育用コンテンツの共有化が促進され，
その結果，教育の質的向上に寄与できると期
待される 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究において実現しようとしている
著作権合意システムは，オープンコースウェ
アの考え方に類似してはいるが，著作権法に
基づいて実行する必要があることから，合意
に関する支援機能の開発をする．その場合，
合意していただくルールと条件を明確に説
明することはもちろんのこと，自分の著作物

の登録を支援する機能，他人の著作物の再利
用や改変をして登録する場合の支援機能を
開発する． 
 
(2) この著作権合意のルールと条件を満足
する教育用コンテンツを開発して，利用促進
のモデルとする．その場合，教育用コンテン
ツとしては，素材レベルを中心に合計で 500
程度開発する． 
 
(3) 著作物の共有化に関する著作権利用に
関してはスタンフォード大学の教授が提唱
した Creative Commons がある．そこで，こ
の状況を調査して，この方式との差別化を明
確にする． 
 
４．研究成果 
 (1) 本研究では，教育用の著作物を再利用
と改変した際の LOM付与を支援するシステム
を開発した．その結果，著作権契約をスムー
ズに行うことができる環境を提供すること
ができた．なお，国際的に通用できるように，
和文と英文で表示している． 
本システムに教育用コンテンツを登録す

るために入力する情報を以下に示す 
・ タイトル（必須） 
・ 概要 
・ イメージファイル 
・ キーワード 
・ 素材の種類 
・ コンテンツタイプ 
・ 利用対象 
・ 分野 
・ 利用可能期間 
・ 許諾方法 
登録したコンテンツを有料で提供する場

合には以下の項目を入力することになる． 
・ 利用体系(利用者数など) 
・ 価格 
・ 改変利用価格率 
・ 無料版ファイル 
また，「有料」にした場合には，必ず価格

を入力することになる．ただし，この価格と
は，そのコンテンツを購入する利用者が登録
者に支払う価格である．また，このコンテン
ツを改変元とした支払価格については，後の
項で説明するが，改変元としたコンテンツが
利用された際に，著作者に支払われる価格の
パーセンテージを入力することになる． 
無料版ファイルとは，有料コンテンツの一

部を試用版として提供する場合のファイル
である．EeCARD のライセンス規約では，この
ファイルは改変することができない． 
 
(2) 教育用コンテンツのライセンス規約に
基づいて，著作者の登録時に改変が許可され
ているコンテンツは，改変を行うことができ



オリジナル

改変１世代

改変２世代

改変３世代

Ａ
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Aが利用された場合
価格：400円
著作者Aに400円

Bが利用された場合
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著作者Aに200円
著作者Bに300円

Cが利用された場合
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著作者Aに100円
著作者Bに120円
著作者Cに200円
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著作者A:400円
改変時：50％

著作者B:300円
改変時：40％
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改変時：50％

本コンテンツ
B

Bの改変
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Bの改変
C２

コンテンツ
A

前の

る．ただし，改変したコンテンツは，必ず本
システムに登録しなければならない． 
図１において，オリジナルなコンテンツ A

を元にして他の人が改変してコンテンツ Bを
開発して登録された場合，改変 1世代となる． 

次に，コンテンツ Bを元に改変されたコン
テンツが二つあったとすると，これらはコン
テンツ Aから見ると改変 2世代であり，コン
テンツ C1，コンテンツ C2 となる． 

さらに，コンテンツ C1 を元に改変 3 世代
が作成された場合，コンテンツ D1 として，
システムに登録される． 

このようにコンテンツが次々と改変され
ていっても，オリジナルなコンテンツは Aで
あり，その後の改変がどのように行われてコ
ンテンツ D1 ができているかを知ることがで
きることが本システムの特徴である． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 改変の世代 

 
(3) 改変の履歴を表示するには，指定した
コンテンツを中心として，１階層上と，１階
層下のコンテンツを表示することにしてい
る．改変履歴を示す図２において，コンテン
ツ Bを指定したときの改変の履歴表示を示し
ている．この図から，コンテンツ Aの元にな
ったコンテンツが A であり，B を元にして改
変されたコンテンツがC1とC２の二つがある
ことが分かる．ただし，図１の改変 3世代の
コンテンツ D1 はコンテンツ B に対しては２
層下になるために表示されない．しかし，コ
ンテンツ C1 の表示欄には「改変されていま
す」の文言を表示しているため，その下にも
改変コンテンツがあることがわかる．もちろ
ん，コンテンツ C2 を元にした改変は行われ
ていないので，この表示はされていない． 
このように改変前後のコンテンツのみを

示す方法をとることによって，どんなに複雑
な改変履歴であっても改変の履歴を表示す
ることができ，指定するコンテンツを順次変
えることによって履歴が分かる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 改変履歴の表示 

 
(4) 登録されたコンテンツの価格は登録す
る著作権者が決める．図３においてオリジナ
ルのコンテンツ Aを登録した著作者が 400 円
と価格を設定した場合，このコンテンツ Aを
利用する場合には 400円を支払う必要がある． 
コンテンツ Aの著作者が「改変に関しては

50％」と入力している．そのため，コンテン
ツ Aを元にして改変したコンテンツ Bを利用
する場合には，著作者 A に 200 円（400 円の
50％）が支払う必要がある．そして，改変 1
世代のコンテンツ Bを作成した著作権者が自
分の作品に対する価格を 300円とているので，
著作者 Bに 300 円が追加されて，合計として
500 円を支払う必要がある． 
 コンテンツ Bを元にしてさらに改変されて
コンテンツ Cが作成された場合の価格は，著
作者Cが指定した200円と，著作者Bには120
円（300 円の 40％），著作者 Aには 100 円（400
円の 50％の 50％）を支払う必要となり，合
計 420 円となる． 
 このように改変される回数が増えるほど，
著作者 Aに支払う価格が減少する仕組みとな
っている． 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 改変コンテンツの価格 

 

 



(5) 本システムに登録されているコンテン
ツを利用するにはユーザ登録が必要である．
また，検索を利用して利用したいコンテンツ
を選択する．また，そのコンテンツが有料で
あるか無料であるかを表示し，有料の場合に
は金額を表示する．さらに，そのコンテンツ
の著作権者の所属を表示し，コンテンツの概
要を表示する． 
 
(6) 承認された利用者だけに著作物を表示
したい場合，EeCARD に登録されたコンテンツ
に透かし画像処理，画像サイズ変更処理を加
えて表示することができる．ただし，画像フ
ァイル（jpeg，gif，png，bmp 形式）単体の
場合に限られている． 
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